


　昨
さく

年
ねん

12 月
がつ

４日
にち

、「日
に

本
ほん

人
じん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な食
しょく

文
ぶん

化
か

」として、ユネスコ無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に「和
わ

食
しょく

」が登
とう

録
ろく

されました。
　食

しょく

に関
かん

しては、「フランスの美
び

食
しょく

術
じゅつ

」、「スペイン・イタリア・ギリシャ・ 
モロッコ４ヶ

か

国
こく

の地
ち

中
ちゅう

海
かい

の食
しょく

事
じ

」、「メキシコの伝
でん

統
とう

料
りょう

理
り

」「トルコのケシケキ
の伝

でん

統
とう

」に次
つ

いで５番
ばん

目
め

の登
とう

録
ろく

になります。
　「和

わ

食
しょく

」のよさを知
し

り、未
み

来
らい

に受
う

け継
つ

いでいきましょう。

　日
に

本
ほん

は世
せ

界
かい

の中
なか

でも長
ちょう

寿
じゅ

の国
くに

として知
し

られ
ています。
　旬

しゅん

のもの、魚
ぎょ

介
かい

類
るい

、発
はっ

酵
こう

食
しょく

品
ひん

、野
や

菜
さい

や海
かい

そうや豆
まめ

類
るい

など、さまざまな食
しょく

材
ざい

を上
じょう

手
ず

に組
く

み合
あ

わす「和
わ

食
しょく

」が、長
ちょう

寿
じゅ

に関
かん

係
けい

しているよ
うです。

伝
つた

えよう「和
わ

食
しょく

」のすばらしさ！

● ● ●　給食標語「 なるほどねぇ　 給
きゅう

食
しょく

で知
し

る　『食
しょく

文
ぶん

化
か

』」25年度 塩屋小６年　土肥　千奈　● ● ●

新
しん

鮮
せん

でさまざまな食
しょく

材
ざい

素
そ

材
ざい

の味
あじ

をいかします。
栄
えい

養
よう

バランスがよく
健
けん

康
こう

的
てき

な食
しょく

生
せい

活
かつ

。

自
し

然
ぜん

の美
うつく

しさや季
き

節
せつ

の
移
うつ

り変
かわ

わりを食
しょく

で表
ひょう

現
げん

します。

年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

との関
かか

わりと食
しょく

生
せい

活
かつ

。

　日
に

本
ほん

の国
こく

土
ど

は南
なん

北
ぼく

に長
なが

く、海
うみ

、山
やま

、里
さと

と豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれてい
ます。各

かく

地
ち

で地
ち

域
いき

に根
ね

ざしたさまざまな食
しょく

材
ざい

が使
つか

われています。
　また素

そ

材
ざい

の味
あじ

を生
い

かす調
ちょう

理
り

法
ほう

が発
はっ

達
たつ

しています。
　心
こころ

を込
こ

め食
しょく

材
ざい

を選
えら

び作
つく

ることが、おもてなしの料
りょう

理
り

になります。

　ご飯
はん

を中
ちゅう

心
しん

に汁
しる

、おかずを組
く

み合
あ

わせる一
いち

汁
じゅう

三
さん

菜
さい

の食
しょく

事
じ

スタイル
は、理

り

想
そう

的
てき

な栄
えい

養
よう

バランスといわれています。
　また、うま味

み

を含
ふく

む「だし」を上
じょう

手
ず

に使
つか

って、塩
えん

分
ぶん

や油
あぶら

の使
し

用
よう

を
控
ひか

えた食
しょく

生
せい

活
かつ

ができます。

　食
しょく

事
じ

の場
ば

で、自
し

然
ぜん

の美
うつく

しさや四
し

季
き

の移
うつ

り変
か

わりを、表
ひょう

現
げん

すること
も和

わ

食
しょく

の大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

です。季
き

節
せつ

の花
はな

や葉
は

をあしらったり、器
うつわ

や盛
も

り
付
つ

けを工
く

夫
ふう

して、季
き

節
せつ

感
かん

を楽
たの

しみます。

　日
に

本
ほん

の食
しょく

文
ぶん

化
か

は、年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

と密
みっ

接
せつ

に関
かか

わって育
はぐく

まれてきました。
自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

みである「食
しょく

」を分
わ

けあい、みんなが一
いっ

緒
しょ

に食
た

べ、食
しょく

の時
じ

間
かん

をともにすることで、家
か

族
ぞく

や地
ち

域
いき

の絆
きずな

が強
つよ

くなります。

たとえば…お正
しょう

月
がつ

におせち料
りょう

理
り

を食
た

べたり、
節
せつ

分
ぶん

に福
ふく

豆
まめ

やイワシを食
た

べたり、家
か

族
ぞく

の健
けん

康
こう

や幸
しあわ

せを願
ねが

ったものが多
おお

いです。


